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（続紙 ２ ） 
 
氏 名 西村 隆義 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、危機耐性を高める橋梁の具体的な構造形式として、新たに自重補償機構
を提案するとともに、その解析と実験的検討および設計方法についての研究成果を述
べたものであり、主な成果は次のとおりである。 
１． 設計地震動の大きさを超える地震の作用を受けた橋梁の破滅的な状況を回避
するための方策として、上部工とそれを支持する柱の上端の間に滑り支承等を
配置して上部工と柱上端の水平変位を分離することで、柱に地震時の水平荷重
を伝達せず損傷を最小限に留め、そうした地震に際しても鉛直荷重の支持機能
を確保する柱である「自重補償柱」と呼ぶ部材を配置する構造として、自重補
償機構のコンセプトを新たに提案した。 
２． 現在鉄道高架橋として広く用いられているラーメン高架橋に自重補償機構を
適用する場合には、一部の通常柱を自重補償柱に置換する方式では耐震性能が
低下し、耐震性能が不足する可能性が危惧されるのに対し、この場合でも設計
地震動に対する耐震性能の要求を満たすための具体的な設計法を明らかにし
た。 
３． 自重補償機構を適用したラーメン構造物の実験模型を用いた交番載荷試験を
実施することで、提案した自重補償機構の挙動を実証的に明らかにした。 
４． 耐震性能の検討に用いられる一般的な２次元骨組み解析および３次元骨組み
解析に組み込むことが可能な、通常柱の鉛直支持性能低下挙動を表現するモデ
ルを新たに提案している。これを用いた骨組み解析により、極限状態における
自重補償構造を適用した構造物や自重補償柱の挙動の予測が十分に可能であ
ることを示した。 
危機耐性は、近年の耐震構造設計において大いに注目されるようになった概念である
が、それを考慮した実際の構造設計を行う方法論は確立に至っていないのが現状であ
る。本論文は、そのための具体的な構造形式を提案した上で、その地震時の挙動を概念
的のみならず定量的かつ実証的に示している上、実用的なラーメン高架橋の設計に適用
するための実務的な計算方法を含めて実現に向けての方向性を示す成果を示してお
り、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学
位論文として価値あるものと認める。また、平成２９年２月２３日、論文内容とそれに
関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしてい
ることを確認し、合格と認めた。 
 
 
